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 株価の上値は重くなってきましたが高値圏を維持しています。 

ＮＹダウが堅調な動きを続ければリスクオン相場が継続しそうです。 

ＦＯＭＣで米国の利上げについて慎重論が高まればドルにとっては逆風となりそうです。 

英国のＥＵ離脱が延期されるとポンドの乱高下が少しおさまるかもしれませんがポンドの

動きは今後も注意したいです。 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は１１２円あたりで上値が重くなっています。 

停滞した動きとなっていますが下値が１１０円台を維持している間は大きく崩れるリスク

は少なそうです。 

 １１０．３円を割り込むと下げが強まる恐れがあるので注意したいです。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円も反落してきそうなペアもあるので高値追いはほどほどに。 

流れとしては、上昇が続いているので売りはもう少し様子見が安全かもしれません。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では日銀金融政策決定会合議事要旨、全国消費者物価指数などがあります。 

米国ではＦＯＭＣ政策金利、パウエルＦＲＢ議長定例記者会見、フィラデルフィア連銀製

造業景気指数、３月製造業購買担当者景気指数（ＰＭＩ・速報）、中古住宅販売件数などが

発表されます。 

欧州ではユーロ圏とドイツでＺＥＷ景況感調査、３月製造業購買担当者景気指数などがあ

ります。 

他には、スイス、英国で政策金利、英国で英中銀（ＢＯＥ）・資産買取プログラム規模、金

融政策委員会（ＭＰＣ）議事要旨の発表などがあります。  


